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「まゆ玉うさぎ」「まゆ玉うさぎ」
　ゆめおーれ勝山で、繭（まゆ）玉を使っゆめおーれ勝山で、繭（まゆ）玉を使っ
て今年の干支の卯（うさぎ）を作る教室て今年の干支の卯（うさぎ）を作る教室
が開かれました。参加した小学生たちは、が開かれました。参加した小学生たちは、
初めて触った繭玉で、上手にかわいいウ初めて触った繭玉で、上手にかわいいウ
サギを作っていました。サギを作っていました。
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交通事故発生状況

　総件数
　人身事故

　　死　者
（うち高齢者）

（うち高齢者）
　　傷　者
　物損事故

478件
74件

3人

＋23
＋12

(56） （＋20）

（2） （±0）
±0

77人
404件

+12
＋11

件数内訳 平成２２年12月末 前年比
※高齢者＝65歳以上

1月の納税
市・県民税▶4期
国民健康保険税▶4期
納 期 限▶1月31日（月）
口座振替▶1月26日（水）

男
女
合　計
世帯数

11月末現在

人
人
人
世帯

12月末現在月間増減
出生
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－
－

死亡 転入
自然動態 社会動態

人
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人
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－
－
－
－
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26,271
8,239
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人口の動き

編
集
後
記

ナガシマリゾートなばな
のシマリゾートなばなのナガナガシガシマ

りバスツツアアーツアー日帰りバスツツアツアースツツアーアー
ナガシマリゾートなばな

の里
日帰りバスツアー

ナガシマリゾートなばな
の里

日帰りバスツアー
「冬華の協演」自然美と
煌びやかな祭典

大野観光自動車㈱ 福井県知事登録　旅行業第２種204号

お問い合わせは　☎0779-66-3023旅行事業部

■旅行代金〈お１人様〉5,000円～

■出発日 1月22･23･29･30日
 2月11･12･19･26日

帰り日帰り日帰

■旅行代金〈お１人様〉5 000円

ウィンターイルミネーションと
　　 ジャズドリーム長島の旅
ウィンターイルミネーションと
　　 ジャズドリーム長島の旅
大野・勝山発着

（123）

　

平
泉
寺
の
名
を
今
に
残
し
た
僧
は
、
勝
義
大
徳

で
あ
ろ
う
。
勝
義
は
、
泰
澄
大
師
が
越こ
し

の
大
徳
と

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
勝
義
も
大
徳
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
当
時
の
僧
は
沙し
ゃ
も
ん門
と
い
う
こ
と
が
多
い

が
、
大
徳
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
当

時
の
民
衆
か
ら
親
近
感
を
も
っ
て
慕
わ
れ
た
徳
の

あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
ま
で
の
歴
史
で
、
勝
義
大
徳
が
ど
の
よ
う
な

扱
い
を
受
け
て
き
た
か
は
、『
三さ
ん

外げ

往お
う
じ
ょ
う
き

生
記
』に「
越

前
国
白
山
麓
平ひ
ら

清し

水み
ず

之
常
住
也
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
清
水
つ
ま
り
平
泉
寺
に
常
住
す
る
僧
侶
と

い
う
扱
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
勝
義
大
徳
の

伝
記
は
、『
三
外
往
生
記
』
に
百
五
十
二
字
に
わ

た
り
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
、
比
叡
山
の

根こ
ん
ぽ
ん本
中ち
ゅ
う
ど
う堂
に
二
千
日
夜
に
わ
た
り
参
籠
し
た
。
こ

の
修
行
を
終
え
て
、
平
清
水
に
帰
っ
た
。

　

勝
義
の
性せ
い
そ
う繰
は
、
悋り
ん
し
ゃ
く惜
（
金
に
け
ち
な
こ
と
）

で
な
く
大
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
千せ
ん

僧そ
う

供く

」

（
千せ
ん

僧そ
う

供く

養よ
う

。
多
く
の
僧
侶
を
請
じ
て
行
う
法ほ
う

会え

）

は
五
度
に
お
よ
び
、
三さ
ん

時じ

（
一
日
を
昼
と
夜
に
わ

け
た
六
回
）
に
「
阿
弥
陀
供
養
法
」（
阿
弥
陀
経

や
阿
弥
陀
仏
に
供く

物も
つ

を
供
え
て
お
経
を
読ど
き
ょ
う経
す
る

こ
と
）
を
修
め
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
勝
義
大
徳
が
往
生
を
と
げ
る
最さ
い

期ご

は
、

持
仏
堂
に
入
っ
て
座
し
、
阿
弥
陀
経
を
読
経
し
な

が
ら
逝
去
し
た
。
そ
の
と
き
、
持
仏
堂
の
堂
内
に

は
紫
雲
が
み
ち
、
天て
ん

承し
ょ
う

二
年
（
一
一
三
二
）
一
月

七
十
歳
を
以
て
一い
ち

期ご

を
終
え
た
。

　

勝
義
大
徳
の
伝
記
に
は
、
白
山
に
登
っ
た
と
い

う
記
述
が
な
い
た
め
に
、
白し
ら

山や
ま

比ひ

咩め

神
社
の
『
白

山
信
仰
史
年
表
』
で
も
「
越
前
国
白
山
麓
平
清
水

居
住
勝
義
大
徳
、
七
〇
歳
で
没
す
る
」
と
あ
る
に

過
ぎ
な
い
。
筆
者
は
、
平
泉
寺
に
住
ん
で
い
て
白

山
に
登
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と
考
え
、
平
泉
寺
を

中
興
し
た
人
物
と
す
る
。
そ
し
て
、
泰
澄
大
師
が

重
視
し
た
経
典
は
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、

僧
玄げ
ん

昉ぼ
う

が
伝
え
た
十
一
面
観
音
経
で
あ
り
、
勝
義

大
徳
が
重
ん
じ
た
経
典
は
阿
弥
陀
経
で
あ
る
。
宗

教
と
し
て
の
白
山
信
仰
は
こ
の
二
つ
の
経
典
に
よ

り
理
解
で
き
、
書
物
や
発
掘
で
は
空
疎
な
も
の
と

思
う
。『
三
外
往
生
記
』
を
著
し
た
の
は
蓮れ
ん

禅ぜ
ん

で

あ
る
が
、
平
泉
澄
博
士
が
大
正
十
四
年
に
「
厭え
ん

世せ
い

詩し

人じ
ん

蓮れ
ん

禅ぜ
ん

」
と
い
う
論
文
を
著あ
ら
わし
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

御
み

手
た

洗
らし

池は御
み

垂
た

らし池の意
であり、白山神が降臨した

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
「
広
報
か

つ
や
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
っ
た
の
で
、

新
年
早
々
に
屋
根
雪
下

ろ
し
を
さ
れ
た
家
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。雪
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
で
す
。

　

1
月
最
終
日
曜
日
に

は
、
冬
の
風
物
詩
「
勝

山
年
の
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。


